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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月14日(2019.2.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信の方法であって、
　第1のデータが通信されるべきと決定するステップであって、前記第1のデータが、現在
通信されている第2のデータに関連する第2のレイテンシ期間と異なる、第1のレイテンシ
期間に関連する、ステップと、
　前記決定に基づいて、前記第1のデータを通信するためのスケーリングされた送信時間
間隔(TTI)を選択するステップであって、前記スケーリングされたTTIが、TTIの中のシン
ボル時間期間の数を変更するためにスケーリングされ、かつ、第1のスケーリングされたT
TIおよび第2のスケーリングされたTTIの各々に対する複数のシンボル時間期間を規定する
、ステップと、
　前記複数のシンボル時間期間を備える前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1の
データを通信するステップと、
　前記複数のシンボル時間期間を備え、かつ、前記第1のスケーリングされたTTIに連続的
に後続する前記第2のスケーリングされたTTI中に、前記第1のデータに基づいてフィード
バック情報を通信するステップと
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第1のデータを通信するステップが、前記第1のデータを受信するステップを備え、
　前記フィードバック情報を通信するステップが、前記フィードバック情報を送信するス
テップを備え、
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　前記方法が、前記フィードバック情報を生成するために前記第2のスケーリングされたT
TI中に前記第1のデータの少なくとも一部分を処理するステップをさらに備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記フィードバック情報を生成するために前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第
1のデータの少なくとも別の部分を処理するステップをさらに備える、または、
　前記フィードバック情報が、チャネル状態フィードバック情報を備え、かつ、前記方法
が、前記チャネル状態フィードバック情報を生成するために前記第1のデータを処理する
ステップをさらに備える、
請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のデータを通信するステップが、前記第1のデータを送信するステップを備え、
　前記フィードバック情報を通信するステップが、前記フィードバック情報を受信するス
テップを備え、
　前記方法が、前記第1のデータを再送信すべきかどうかを決定するために前記第2のスケ
ーリングされたTTI中に前記フィードバック情報の少なくとも一部分を処理するステップ
をさらに備える、
請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のデータを再送信すべきかどうかを決定するために前記第1のスケーリングされ
たTTI中に前記フィードバック情報の少なくとも別の部分を処理するステップをさらに備
える、または、
　前記フィードバック情報が、チャネル状態フィードバック情報を備え、かつ、前記方法
が、前記第1のデータを再送信すべきかどうかを決定するために前記チャネル状態フィー
ドバック情報を処理するステップをさらに備える、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記フィードバック情報が、パイロット情報および確認応答情報を備え、
　前記パイロット情報が、前記第2のスケーリングされたTTIの前記シンボル時間期間の中
でフロントローディングされる、もしくは、前記パイロット情報および前記確認応答情報
がの共通のシンボル期間の間、通信される、
請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　前記第1のデータが、ミッションクリティカルトラフィックを備える、請求項1に記載の
方法。
【請求項８】
　前記スケーリングされたTTIが、前記第2のスケーリングされたTTI中のハイブリッド自
動再送要求(HARQ)通信に関連する、請求項1に記載の方法。
【請求項９】
　前記スケーリングされたTTIが、前記HARQ通信が複数のTTIにわたって広げられるための
時間期間にさらに関連する、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　パイロット情報および/または制御情報が、前記第1のスケーリングされたTTIの前記シ
ンボル時間期間の中でフロントローディングされる、または、
　前記フィードバック情報が、複数のパイロット表示および／または複数の確認応答表示
を備える、もしくは、
　処理および確認応答の時間間隔を整合させるように前記第1のスケーリングされたTTIお
よび前記第2のスケーリングされたTTIの各々の長さをさらに備える、請求項1に記載の方
法。
【請求項１１】
　通信のための装置であって、
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　第1のデータが通信されるべきと決定するための手段であって、前記第1のデータが、現
在通信されている第2のデータに関連する第2のレイテンシ期間と異なる、第1のレイテン
シ期間に関連する、手段と、
　前記決定に基づいて、前記第1のデータを通信するためのスケーリングされた送信時間
間隔(TTI)を選択するための手段であって、前記スケーリングされたTTIが、TTIの中のシ
ンボル時間期間の数を変更するためにスケーリングされ、かつ、第1のスケーリングされ
たTTIおよび第2のスケーリングされたTTIの各々に対する複数のシンボル時間期間を規定
する、手段と、
　前記複数のシンボル時間期間を備える前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1の
データを通信するための手段と、
　前記複数のシンボル時間期間を備え、かつ、前記第1のスケーリングされたTTIに連続的
に後続する前記第2のスケーリングされたTTI中に、前記第1のデータに基づいて、フィー
ドバック情報を通信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１２】
　通信の方法であって、
　第1のデータが通信されるべきと決定するステップであって、前記第1のデータが、現在
通信されている第2のデータに関連する第2のレイテンシ期間と異なる、第1のレイテンシ
期間に関連する、ステップと、
　前記決定に基づいて、前記第1のデータを通信するためのスケーリングされた送信時間
間隔(TTI)を選択するステップであって、前記スケーリングされたTTIが、TTIの中のシン
ボル時間期間の数を変更するためにスケーリングされ、かつ、第1のスケーリングされたT
TIに対する複数のシンボル時間期間を規定する、ステップと、
　前記複数のシンボル時間期間を備える前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1の
データを通信するステップと、
　前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1のデータに基づいて、フィードバック情
報を通信するステップと
を備える、方法。
【請求項１３】
　前記第1のデータを通信するステップが、前記第1のデータを受信するステップを備え、
　前記フィードバック情報を通信するステップが、前記フィードバック情報を送信するス
テップを備え、
　前記方法が、前記フィードバック情報を生成するために前記第1のスケーリングされたT
TI中に前記第1のデータの少なくとも一部分を処理するステップをさらに備える、
請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　通信のための装置であって、
　第1のデータが通信されるべきと決定するための手段であって、前記第1のデータが、現
在通信されている第2のデータに関連する第2のレイテンシ期間と異なる、第1のレイテン
シ期間に関連する、手段と、
　前記決定に基づいて、前記第1のデータを通信するためのスケーリングされた送信時間
間隔(TTI)を選択するための手段であって、前記スケーリングされたTTIが、TTIの中のシ
ンボル時間期間の数を変更するためにスケーリングされ、第1のスケーリングされたTTIに
対する複数のシンボル時間期間を規定する、手段と、
　前記複数のシンボル時間期間を備える前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1の
データを通信するための手段と、
　前記第1のスケーリングされたTTI中に前記第1のデータに基づいて、フィードバック情
報を通信するための手段と
を備える、装置。
【請求項１５】
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　請求項1から10および12から13のいずれか一項に記載の方法を実行するためのコードを
含む、コンピュータ実行可能コードを記憶する、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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